
職域接種にかかる費用請求
に関する説明会
令和3年7月28日14時30分～15時
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職域接種に係る支援策について

＜概要＞
外部の医療機関が出張して実施する職域接種であって、以下の条件に該当するものに対し、都道府県が設置する大
規模接種会場に対する支援と同等の支援を実施。（1,000円×接種回数を上限に実費補助）

・ 中小企業が商工会議所、総合型健保組合、業界団体等複数の企業で構成される団体を事務局として共同実施
するもの

・ 大学、短期大学、高等専門学校、専門学校の職域接種で所属の学生も対象とし、文部科学省が定める地域貢献
の基準を満たすもの

 新型コロナワクチンの接種に係る費用は、全国統一の単価とし、接種１回目、接種２回目と
も共通の2,070円（税込2,277円）とする。接種を実施できなかった場合の予診費用は1,540
円（税込1,694円）である。・・・①

 令和３年４月１日から当面の間、時間外に接種を行った場合については、いずれも730円
（税込803円）を加算し、休日に接種を行った場合については、いずれも2,130円（税込
2,343円）を加算することとしている。・・・②（詳細はp.27～p.29参照）

 上記とは別に中小企業・大学等向けの支援策を講ずる予定・・・③（詳細はp.30・p.31参照）

予算額：4,319億円（令和２年度三次補正）

＜概要＞
① 単価：2,070円／回

② 時間外・休日の接種に対する加算 当面継続
（時間外：＋730円、休日：＋2,130円）

今回ご説明する費用請求

接種費用（ワクチン接種対策費負担金） （①・②）

職域接種に対する新たな支援策（新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金） （③）



（例） B県▲市に住民票がある方

 新型コロナウイルスワクチンの接種に係る費用については、接種実施医療機関等が所在す
る市町村に住民票がある被接種者にかかる費用請求については、接種実施医療機関等が、
接種実施医療機関等の所在する市町村に対し、原則、直接当該市町村へ請求する。

 一方、接種実施医療機関等が所在する市町村以外の市町村に住民票がある被接種者にかか
る費用請求については、集合契約により、支払い代行機関である各都道府県の国保連を通
じて請求を行う。

新型コロナウイルスワクチン接種の費用の請求・支払の概要（職域接種）

接種実施医療機関等が所在する
市町村以外の市町村に住民票が
ある被接種者にかかる費用請求

市 町 村 （Ａ県●市）

国保連

国保連が支払い事務を代行市町村が接種実施医療機関等に
直接支払い

請求 支払い

接種実施医療機関等が所在
する市町村に住民票がある
被接種者にかかる費用請求

請求 支払い

請求 支払い

（例） Ａ県●市に住民票がある方

職域接種において
Ａ県●市内の接種実施医療機関等（＝接種会場）で接種

市 町 村 （B県▲市）
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新型コロナウイルスワクチン接種の費用の請求先について

パターン１ パターン２ パターン３

市町村からワクチン
接種の委託を受けて
いる者

企業内診療所（＝企業） 外部医療機関 外部医療機関

費用請求の実施主体 企業内診療所（＝企業） 外部医療機関 外部医療機関

市町村に直接請求を
行う場合

企業内診療所（＝接種会
場）が所在する市町村に
住民票がある被接種者の
費用請求

接種会場が所在する市町
村に住民票がある被接種
者の費用請求

外部医療機関（＝接種会
場）が所在する市町村に
住民票がある被接種者に
かかる費用請求

国保連を通じて請求
を行う場合

それ以外の方の費用請求 それ以外の方の費用請求 それ以外の方の費用請求

企業内診療所で実施

パターン１

外部機関が出張して実施

パターン２

外部機関に出向いて実施

パターン３
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（応用編）パターン２において複数医療機関が連携してワクチン接種を実施する場合の
整理について

パターン２

市町村からワクチン接種の
委託を受けている医療機関

職域接種申請時に登録した医療機関

費用請求の実施主体 職域接種申請時に登録した医療機関

費用請求に使用するコード
職域接種開始時に新規付番された１０桁番号（類似コード）
（特徴：左から４～６番目の数が９ 例：1239994567）

市町村に直接請求を行う場合 接種会場が所在する市町村に住民票がある被接種者の費用請求

国保連を通じて請求を行う場合 上記以外の方の費用請求

協力医療機関による費用請求

不可

費用請求は職域接種申請時に登録した医療機関が一元的に行う。
なお、協力医療機関は、所属する医師等を当該医療機関に在籍
出向させる等の取扱が考えられるが、その場合の精算について
は、当該医療機関から協力医療機関に対して、諸経費を支払う。
その際、企業等は、必要に応じて、費用請求及び経費の支払い
等に関して、当該医療機関と協力医療機関との調整を行う。

（参考）実施途中で市町村からワ
クチン接種の委託を受ける医療機
関の変更

不可

医療機関との契約期間が終了するといったやむを得ない場合に
限っては、協力医療機関と連携して接種を実施することは可能。
協力医療機関による費用請求の取扱いは上欄のとおり。

外部機関が出張して実施
複数の医療機関が連携して
ワクチン接種を実施する場合

パターン２

協力医療機関

協力医療機関
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（応用編）パターン３において複数医療機関に協力を求めワクチン接種を実施する場合の
整理について

パターン３

市町村からワクチン接種の
委託を受けている医療機関

職域接種申請時に登録した医療機関

費用請求の実施主体 職域接種申請時に登録した医療機関

費用請求に使用するコード
職域接種開始時に新規付番された１０桁番号（類似コード）
（特徴：左から４～６番目の数が９ 例：1239994567）

市町村に直接請求を行う場合 接種会場が所在する市町村に住民票がある被接種者の費用請求

国保連を通じて請求を行う場合 上記以外の方の費用請求

協力医療機関による費用請求

不可

費用請求は職域接種申請時に登録した医療機関が一元的に行う。
なお、協力医療機関は、所属する医師等を当該医療機関に在籍
出向させる等の取扱が考えられるが、その場合の精算について
は、当該医療機関から協力医療機関に対して諸経費を支払う。
その際、企業等は、必要に応じて費用請求及び経費の支払い等
に関して、当該医療機関と協力医療機関との調整を行う。

（参考）実施途中で市町村か
らワクチン接種の委託を受け
る医療機関の変更

不可

医療機関との契約期間が終了するといったやむを得ない場合に
限っては、協力医療機関に協力を求めワクチン接種を実施する
ことは可能。協力医療機関による費用請求の取扱いは上欄のと
おり。

協力医療機関

協力医療機関

外部機関に出向いて実施
複数の医療機関に協力を求め
ワクチン接種を実施する場合

パターン３
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 V-SYSに必要な情報を登録することで、国保連に費用請求を行う際に必要となる請求総括書等の
出力が可能。

 これにより、請求総括書等の作成にかかる医療機関の負担軽減を図る。

Ｐ

Ｄ

Ｆ

自
動
出
力

○○県国保連合会御中

医療機関名・代表者名
請求年月 等

【予防接種】 計～～回
【予診のみ】 計＝＝回

Ａ県●市長様

医療機関名
代表者名
請求年月

【予防接種】 計～～回
【予診のみ】 計＝＝回

Ａ県■村長様

医療機関名
代表者名
請求年月

【予防接種】 計～～回
【予診のみ】 計＝＝回

Ｂ県△市長様

医療機関名
代表者名
請求年月

【予防接種】 計～～回
【予診のみ】 計＝＝回

①
請
求
総
括
書

②
市
町
村
別
請
求
書

国

保

連

に

提

出

＋
接種実施医療機関等が所在する
市町村以外の市町村に住民票が
ある被接種者の予診票

市 町 村 に 提 出

接種実施医療機関等が所在する市町村
に住民票がある被接種者の予診票

請求総括書等の作成にか
かる医療機関の負担軽減

V-SYS

Ｖ－ＳＹＳによる費用請求用の総括書の出力機能について
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請求総括書（V-SYSで出力） （参考）予診票

V-SYSから出力される請求総括書・市区町村別請求書のイメージ

8

市町村別請求書（V-SYS

で出力）

市町村別請求書（V-SYSで出力）



（参考）予診票の接種券貼付イメージ
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新型コロナウイルスワクチン接種の費用の請求・支払の留意事項

〇 請求には、接種券を貼付した予診票の原本を用います。

〇 接種時点で接種券を有していない被接種者に接種を行った場合は、当該被接種
者が接種券を持参するまでの間、予診票を保管するとともに、後日、回収した接種
券を貼付した上で請求を行います。

〇 請求に当たっては、実績の登録が終了した接種券を貼付した予診票の原本を、
請求先の市町村ごとに以下の手順で分類します。

① 接種実施医療機関等が所在する市町村の住所が記載されたものとそれ以外
の市町村の住所が記載されたものに分別する。さらに、それ以外の市町村分
については、市町村ごとに分別する。

② ①のそれぞれを予診のみと接種済みに分別し、まとめたうえで、請求先ごとに
綴る。
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実績入力 請求書（PDF）の出力 請求書の提出

新型コロナワクチン接種にかかる費用請求の方法について①

11

＜提出資料のセット＞
詳細は「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の
実施に関する医療機関向け手引き」第5章請求事務を
ご確認ください。

※初回請求時には口座届出書をあ
わせて提出すること
❶の場合
Step１
市区町村別請求書と当該市町
村の方の予診票をセット
（同一市町村内の方の請求書は
セットしない）

Step２
一番上に請求総括書をセット

❷の場合
Step１
市区町村別請求書と当該市町
村の方の予診票をセット
（同一市町村内の方の請求書も
セットする）

Step２
一番上に請求総括書をセット

＜請求書の提出＞
毎月10日までに国保連に提出

＜予診票の分別＞

Step１ 同一市内or市外で分別
更に、市外を市区町村で分別

Step２ 予診のみor接種で区別

＜V-SYSへの入力＞

Step１ V-SYSにログイン

Step２ 請求総括書の作成を
クリック

Step３ 請求件数を入力⇒保存

・請求件数は月末までの実績を入力し、
翌月１日～１０日までに国保連or市
町村に請求ください。
・いわゆる月遅れ請求の場合は請求件
数に含めて入力ください。
・接種実績の報告件数以上、費用請求
の件数は入力できません。接種実績
の更新をお忘れなくお願いします。

＜事前確認＞ 重要!!
医療機関所在地と同一市町村内の
予診票の取扱いを確認。

❶通常の地域：国保連には市外の
方の予診票のみ送付
（同一市町村分は、直接市町村に送る）

❷同一市町村内の請求も国保連で
受け付ける地域：国保連に送る
（市町村からその旨の案内があった場合、国保
連に市外の方と市内の方の予診票を送付）

＜請求総括書の出力＞
❶の場合は、請求総括書出力（同
一市内にお住まいの方分を含ま
ない）をクリック⇒印刷

❷の場合は、請求総括書出力（同
一市内にお住まいの方を含む）
をクリック⇒印刷

＜市区町村別請求書の出力＞
市区町村別請求書出力（クーポン
あり分）をクリック
⇒印刷



新型コロナワクチン接種にかかる費用請求の方法について②

〇職域接種においては、申請された全ての接種実
施医療機関等に対して職域接種用に新規に１０
桁の番号（類似コード）を付番する運用をとって
おり、集合契約の委任状には、当該類似コードを
記載している。

〇そのため、初回請求時には、接種実施医療機
関等等の情報を記載した口座届出書をあわせて
市町村及び国保連に提出すること。

〇また、国保連からの連絡先・各種書類の送付先
が口座届出書に記載の接種実施医療機関等に
かかる連絡先・所在地と異なる場合は、口座届
出書の備考欄において、送付を希望する担当部
署等の住所地等を記載すること。
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接種実施医療機関等は、接種を受けた方の住民票所在地別に、以下のとおり接種費用を請求する。

➊通常の地域：接種実施医療機関等が所在する市町村以外への請求は国保連に対して、接種実施医療機
関等と同一市町村への請求は直接市町村へ、請求書・予診票を提出

➋同一市町村内の請求も国保連で受け付ける地域：国保連に対して、全ての市町村分の請求書・予診票
を提出

それぞれの請求先自治体ごとに
仕分けをした請求書類

※編綴方法は、次頁の例による。

国

保

連

に

提

出

➊通常の地域

（請求総括書）
（市区町村別請求書）

V-SYSにて作成

➋同一市町村内の請求も国保連で受け付
ける地域接種実施医療機関等が所在する市町村以外への請求

接種実施医療機関等が所在する市町村への請求

接種実施医療機関等が所在する
市町村宛の請求書類

※編綴方法は、次々頁の例による。

市

町

村

に

提

出

それぞれの請求先自
治体ごとに仕分け
をした請求書類 国

保

連

に

提

出

V-SYSにて作成

接種実施医療機関等が所在
する市町村分も含めて編綴

接種実施医療機関等の請求方法

各市町村が指定する様式
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実施機関における国保連合会への請求時の編綴方法（案）

市区町村別請求書
（被接種者区分：2 クーポン券あり）

（接種券あり）

接種券を貼付した予診票（予診のみ⇒接種
の順番）

接種実施医療機関等における市町村への請求時の編綴（ファイリング）方法の例
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実施機関における国保連合会への請求時の編綴方法（案）

対
象
が
接
種
実
施
医
療
機
関
等

所
在
都
道
府
県
以
外
分

対
象
が
接
種
実
施
医
療
機
関
等

所
在
都
道
府
県
分

合
計

市区町村別請求書
（被接種者区分：2 クーポン券あり）（接種券あり）

接種券を貼付した予診票（予診のみ⇒接種の順番）

・・・

請求総括書

市区町村別請求書
（被接種者区分：2 クーポン券あり）（接種券あり）

接種券を貼付した予診票（予診のみ⇒接種の順番）

・・・

市区町村番号順

接種実施医療機関等における国保連への請求時の編綴（ファイリング）方法

※ 同一市町村内の請求も国保連で受け付ける地域にお
いては、その請求書類（請求書、予診票等）も上記都道府
県分内に編綴すること

市区町村番号順
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接種券
を貼り付
ける

予診票のイメージ

職域接種においては、保険医療機関
番号を有する医療機関を含め、全て
の接種実施医療機関等について新
規に10桁の番号（類似コード）を付番

することから、職域接種として実施し
た予診票の医療機関等コード欄には、
類似コードを記載すること。
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職域接種における請求時に特に留意していただきたい事項

問１ 請求事務を行う際に記載が求められる番号は、保険医療機関番号ではなく新規に付
番された１０桁の番号（類似コード）になりますか。

（答）職域接種においては、既に保険医療機関番号を有している医療機関も含め、基本的に、職域接種
用に付番された類似コードを記載していただきます。

問２ 費用の請求を企業が行うことはできますか。
（答）職域接種を企業内診療所が実施する場合を除き、職域接種の申請時にご登録いただいた医療機

関が請求を行うこととしています。
なお、一連の請求事務について、接種実施医療機関等と企業等との間で、適切に役割分担を行う
ことにより、企業等が、当該医療機関が行う費用請求事務を支援することは差し支えありません。

問３ 費用の振り込み口座の登録はどのように行えばよいですか。
（答）市町村及び国保連からの費用の支払先として、新規に付番された１０桁の番号（類似コード）により、

接種実施医療機関等と振込先口座を紐づけることが必要となるため、接種実施医療機関等は、初
回請求時に、口座届出書を他の必要書類と併せて市町村及び国保連に提出していただきます。

問４ 予診票の医療機関等コードの欄に、誤って従来の保険医療機関コードを書いてしまっ
た場合、費用請求はどのように行えばよいですか。

（答）新規に付番された１０桁の番号（類似コード）に修正して費用請求を行っていただきます。
ただし、大量の予診票に誤って保険医療機関コードを記載するなど、予診票の修正がどうしても困
難な場合には、保険医療機関コードにて既に集合契約に加入していることを前提として、保険医療
機関コードでの費用請求もやむを得ませんが、その際には、同月にファイザー社のワクチンによる
個別接種の請求もある場合には、個別接種分と職域接種分を合算して請求書を作成してください。
なお、翌月以降の請求においては、予診票には必ず類似コードを記載し請求してください。

1



(参考)請求時の予診票の仕分け方法①

〇 接種券を回収後、予診票に貼付する。

※ 職域接種として実施した予診票の医療機関等コード欄には、職域接種用に新規に付番
された10桁の類似コードが記載されていることに留意する。

※ 以降の取扱いについては、東京都目黒区の医療機関が請求する場合の仕分け方法を例
にしている。

接種券を貼付した
予診票

類似コードを記載すること

18



(参考)請求時の予診票の仕分け方法②

〇 接種券を貼付した予診票について、市町村ごとに仕分ける。
〇 さらに、予診のみと接種実施に仕分ける。

接種券を貼付した予診票
（予診のみと接種実施に分ける）

19



(参考)請求時の予診票の仕分け方法③

〇 接種実施医療機関等が所在する市町村分とそれ以外の市町村分に分ける。
〇 接種実施医療機関等が所在する市町村分の請求については、以下のように綴り、市町

村に提出する。

□１番目に市区町村別請求書（V-SYSで出力

する）

（被接種者区分：２クーポン券あり）
（接種券あり）

■２番目に接種券を貼付した予診
票（予診のみ⇒接種実施の順番）
予診のみの場合は、右上の接種券の券種の
欄に「１」が記載されており、
接種実施の場合は、右上の接種券の券種の
欄に「２」が記載されている。

接種券の券種の欄の位置
予診のみの場合は「１」
接種実施の場合は「２」
が記載されている

目黒区分を綴る

20



〇市区町村別請求書（Ｂ市分）
(V-SYSで出力)

（被接種者区分：２クーポン券あり）
（接種券あり）

(参考)請求時の予診票の仕分け方法④

〇 接種実施医療機関等が所在する市町村以外の分の国保連の請求については、まず、接
種実施医療機関等が所在する都道府県分を以下のように綴る。
接種券付き予診票を市町村ごとに綴り、その下に接種券を貼付した予診票を市町村ご
とに綴る。また、市町村の順は、市区町村番号順で綴る。

〇市区町村別請求書（Ａ市分）
(V-SYSで出力)

（被接種者区分：２クーポン券あり）
（接種券あり）

●接種券を貼付した予診票（Ａ市分）
（予診のみ⇒接種実施の順番）

●接種券を貼付した予診票（Ｂ市分）
（予診のみ⇒接種実施の順番）

接種券を貼付した予診票を市町村ごとに綴る

東京都分を綴る

21



(参考)請求時の予診票の仕分け方法⑤

〇 接種実施医療機関等が所在する市町村以外の分の国保連の請求については、次に、接
種実施医療機関等が所在する都道府県以外の分のうち、残りの接種券を貼付した予診
票を以下のように市町村ごとに綴る。また、市町村の順は、市区町村番号順で綴る。

〇市区町村別請求書（Ａ県Ａ市分）
（被接種者区分：２クーポン券あり）

●接種券を貼付した予診票（Ａ県Ａ市分）
（予診のみ⇒接種実施の順番）

〇市区町村別請求書（Ａ県Ｂ市分）
（被接種者区分：２クーポン券あり）

●接種券を貼付した予診票（Ａ県Ｂ市分）
（予診のみ⇒接種実施の順番）

〇市区町村別請求書（Ｃ県Ｃ町分）
（被接種者区分：2クーポン券あり）

●接種券を貼付した予診票（Ｃ県Ｃ町分）
（予診のみ⇒接種実施の順番）

〇市区町村別請求書（Ｄ県Ｄ市分）
（被接種者区分：2クーポン券あり）

●接種券を貼付した予診票（Ｄ県Ｄ町分）
（予診のみ⇒接種実施の順番）

東京都外分を綴る
（接種券を貼付した予診票）

※ 市区町村別請求書はV-SYSを用いて出力する。
※ 「クーポン券あり」＝「接種券あり」22



(参考)請求時の予診票の仕分け方法⑥

〇 接種実施医療機関等が所在する市町村以外の分の国保連の請求については、④・⑤で
綴ったものを、以下の順で綴り、国保連に提出する。

請求総括書（V-SYSで出力する）

国保連に提出する

④で綴った東京都分の接種券を貼
付した予診票

⑤で綴った東京都外分の接種券を
貼付した予診票

23



▌例）

接種会場：千代田区 A会社

医療機関：千代田区 A会社内診療所

港区A会社
の情報

千代田区A会社の情報

千代田区に提
出

(参考)口座届出書記載例（様式5-1・5-2）
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パターン2の場合（接種会場の市町村に提出）

▌例）

接種会場：港区 A会社

医療機関：千代田区 B病院

港区A会社の接種会場
の情報

千代田区B病院
の情報

港区に提出

(参考)口座届出書記載例（様式5-1・5-2）
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パターン3の場合

千代田区に
提出

▌例）

企業：港区 A会社

医療機関 ：千代田区 B病院

(参考)口座届出書記載例（様式5-1・5-2）
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（参考）新型コロナウイルスワクチン接種の時間外・休日の接種にかかる事務連絡①

27



（参考）新型コロナウイルスワクチン接種の時間外・休日の接種にかかる事務連絡②

28



（参考）新型コロナウイルスワクチン接種の時間外・休日の接種にかかる事務連絡③

29



※対象は中小企業、大学等であり、請求の際は対象であることを確認する書類の提出が必要になります。

その書式等は今後お示しします。

（参考）職域接種促進のための支援策について①

30

○中小企業（※１）が商工会議所、総合型健保組合、業界団体等複数の企業で構成される団体を事務局として共同実施

する場合

※１：中小企業とは中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第2条第1項に規定する中小企業を指す。

（注）団体に大企業が1社でも含まれる場合は、補助対象外となる。

○大学、短期大学、高等専門学校、専門学校の職域接種で所属の学生も対象とし、文部科学省が定める地域貢献の

基準（※２）を満たす場合

※２：地域貢献の基準については文部科学省から示される予定である。

支援の対象となる職域接種の主体

○中小企業、大学等が実施する職域接種のうち外部の医療機関が 実施する場合（企業内診療所が実施する

場合、接種対象者が外部の医療機関に出向いて接種を受ける場合及び大学の附属病院が当該大学内で実施する場

合は対象外）

⇒都道府県が設置する大規模接種会場において支援対象とする経費と同等の経費（使用料及び賃借料、備品購入

費等）を対象として、1,000円×接種回数を上限に実費補助

支援の対象となる接種方法及び支援内容

～中小企業、大学等に対する支援～



31

○中小企業、大学等が実施する職域接種における接種対象者が、接種を委託した外部の医療機関に 職域接種を受ける場合

＜委託先が診療所の場合＞

(1)週100回以上の接種を7月末まで、8,9月、10,11月のそれぞれの期間中に4週間以上行った場合⇒＋2,000円／回

(2)週150回以上の接種を7月末まで、8,9月、10,11月のそれぞれの期間中に4週間以上行った場合⇒＋3,000円／回

(3)医療機関が50回以上／日のまとまった規模の接種を行った場合⇒10万円／日（定額）を交付（(1)(2)とは重複しない）

＜委託先が病院の場合＞

(1)医療機関が50回以上／日のまとまった規模の接種を行った場合⇒10万円／日（定額）を交付

(2)特別な体制を組んで、50回以上／日の接種を週1日以上7月末まで、8,9月、10,11月のそれぞれの期間中に4週間以上行った場合

⇒＋医師1人1時間当たり7,550円、看護師等1人1時間当たり2,760円（(1)に加えて交付）

※当該医療機関の個別接種の実績に、当該職域接種の実績を上乗せして、個別接種促進のための支援を実施

○大学等が実施する職域接種における接種対象者が、大学の附属病院に出向いて職域接種を受ける場合及び大学の附属病院が当該大

学内で実施する場合

(1)医療機関が50回以上／日のまとまった規模の接種を行った場合⇒10万円／日（定額）を交付

(2)特別な体制を組んで、50回以上／日の接種を週1日以上7月末まで、8,9月、10,11月のそれぞれの期間中に4週間以上行った場合

⇒＋医師1人1時間当たり7,550円、看護師等1人1時間当たり2,760円（(1)に加えて交付）

※当該医療機関の個別接種の実績に、当該職域接種の実績を上乗せして、個別接種促進のための支援を実施

支援の対象となる接種方法及び支援内容

～医療機関に対する支援～

（参考）職域接種促進のための支援策について②

※対象は中小企業、大学等であり、請求の際は対象であることを確認する書類の提出が必要になります。

その書式等は今後お示しします。



V-SYSにおける
職域接種にかかる費用請求



パターン１ パターン２ パターン３

市町村からワクチン接種の
委託を受けている者

企業内診療所（＝企業） 外部医療機関 外部医療機関

費用請求の実施主体
(＝請求の代表者名)

企業内診療所（＝企業） 外部医療機関 外部医療機関

市町村に直接請求
（自市町村分）

企業内診療所（＝接種会場）が所在
する市町村に住民票がある被接種
者の費用請求

接種会場が所在する市町村に住
民票がある被接種者の費用請求

外部医療機関（＝接種会場）が所
在する市町村に住民票がある被接
種者にかかる費用請求

国保連を通じて請求 それ以外の方の費用請求 それ以外の方の費用請求 それ以外の方の費用請求

企業内診療所で実施

パターン１

外部機関が出張して実施

パターン２

外部機関に出向いて実施

パターン３

職域接種に関する費用請求の基本①



職域接種に関する費用請求の基本②

• 保険医療機関コードではなく、10桁の類似コード
を利用

• 職域に係るすべての場面で類似コードを利用
– 職域に関する各種届出

– 予診票（右図）

– 費用請求

医療機関コード欄に
10桁の類似コードを記載

職域接種の接種会場毎に新たに付番された、10桁の類似コードを利用



請求総括書等に表示される情報の登録
・代表者名
・電話番号

1．請求総括書等に
表示される情報の登録

請求総括書・市区町村別請求書のための接種実績の登録（市町村別に値入力が必要）

医師の署名、予診票への10桁の類似コード等の記入、接種券（クーポン券）の貼り付け等
※接種券（クーポン券）がある分のみ費用請求可能

2．提出書類の準備
（接種の実施）

3．請求総括書・市区町村別
請求書の作成

自市町村分の表紙の印刷
自市町村以外の分の表紙（請求総括書）と市区町村別請求書の印刷

自市町村分の編綴（ファイリング）
自市町村以外の分の編綴(ファイリング)

自市町村分の提出
自市町村以外の分の提出
振込先情報の提出（様式5-1、様式5-2）

4．請求総括書・市区町村別
請求書の印刷

5．編綴（ファイリング）

6．提出

職域接種費用請求の流れ V-SYSの操作V-SYS外の作業



○○○国民健康保険団体連合会　御中

医療機関等の所在地

代表者氏名

電話番号

施設等区分：　2

医療機関等番号（10桁）：　

医療機関等名称　：　○○クリニック

20  年  月請求分

区分 種類 請求件数
請求金額
（税込み）

決定件数
決定金額
（税込み）

6歳未満

6歳以上

小計

6歳未満

6歳以上

小計

↑太枠内に記載すること

≪単価（税抜き）≫

6歳未満 2,200円

6歳以上 1,540円 対象

6歳未満 2,730円

6歳以上 2,070円

コロナワクチン接種費等　請求総括書

予診のみ

接種

住所地内
接種分
含む

※医療機関等の所在地と請求先が
　 同じ市区町村の場合はチェック

予診のみ

接種

合計

V-SYSにて出力される請求総括書・市区町村別請求書

こちらに代表者名が印字されて
いる必要があります。

※間に合わなかった場合には手書きで記入。

市区町村別請求書請求総括書

＜ご参考＞V-SYSでされる請求総括書・市区町村別請求書



1．請求書に表示される情報の登録-1

請求書に記載される「代表者名」、「代表電話番号」はV-SYSで登録

• V-SYS操作マニュアル 職域接種用 2章を参照

「この医療機関の情報を見る」
をクリック

V-SYSの操作



1．請求書に表示される情報の登録-2

代表者名：医療機関（企業内診療所）の代表者
代表電話番号：接種会場または医療機関の電話番号

パターン1 パターン2 パターン3

• 代表者名

• 代表電話番号

1234567890

03-1234-5678

千代田区A病院

111-111

○○1-1

接種会場：千代田区 接種会場：港区 医療機関＝接種会場：千代田区

企業内診療所：千代田区 医療機関：千代田区 医療機関＝接種会場：千代田区

医療機関の代表者名を記入

接種会場の電話番号を記入

V-SYSの操作

（職域）千代田接種会場

厚生 太郎



2．提出書類の準備

毎月の請求総括書等をV-SYSから作成する前に必要なこと

＜接種毎＞

• 提出用予診票の記載事項の確認
– 接種券（クーポン券）が貼られているか

– 医師の署名など記入漏れがないか

– 右下の「医療機関コード欄」に10桁の類似コードが記入されているか

– 左下にワクチンシールが貼られているか 等

＜請求前＞

• 予診票の市区町村別の並べ替え
– 都道府県別

＋市町村別

＋予診のみ、接種済み

V-SYS外の作業



3．請求総括書などの作成-1

V-SYSに請求総括書等を作成するために必要な情報を登録

V-SYS操作マニュアル 職域接種用 6章を参照

V-SYSの操作

「国保連提出用請求総括書
・

市区町村別請求書の作成」
をクリック



3．請求総括書などの作成-2

① 接種した月の翌月以降に請求可能 例）7月31日までの接種分は、8月に請求
② 接種券（クーポン券）がある分のみ請求できる
③ 職域接種の接種会場ごと（＝類似コード毎）に請求

請求月 ≠ 接種した月

○○○○会場（○○○○）

1234567890

2021年8月

V-SYSの操作

「接種会場名」が正しいかを確認

類似コードが表示される

適切な請求月を選択



3．請求総括書などの作成-3

市町村別に、今回請求する分の接種回数（＝接種券を貼付した予診票の枚数）の登録

V-SYS上「医療機関」と
なっていますが、
職域接種では

「接種会場 または
接種会場となった医療機関」
と読み替えてください

V-SYSの操作

「接種会場」以外の市町村分
を、「追加」してください。

※職域接種では、「接種券
情報が印刷された予診票
分」の欄は使用しません。



4．請求総括書などの印刷

①～③のうち、適当な請求書または請求総括書を印刷

• 市町村別請求書の印刷 － ③
– 市町村で指定がある場合には、それを利用 ＜詳細は市町村へ確認＞

– 自市町村＋追加した市町村分の請求書（ PDF）が生成される、確認の上、印刷

• 請求総括書の印刷 － ②
– PDFが生成されるため、記載内容を確認の上印刷

– 国保連が、同一市町村の分の費用請求も対応している場合 － ① ＜詳細は市町村へ確認＞

1

2

３

V-SYSの操作



5．編綴（ファイリング）-1

自市町村分 と それ以外を分けて編綴

• 自市町村分（接種会場または接種会場となった

医療機関と同じ市町村の住民分）
– 表紙は、市町村で指定がある場合はそれを利用

– ない場合には、V-SYSの市区町村別請求書を利用

– 予診のみ→接種 の順

• 上記以外
– 表紙は、請求総括書

– 都道府県別に編綴
• 自都道府県分

• それ以外の都道府県

– 都道府県内は市町村別に編綴

– 市町村内は
• 予診のみ→接種 の順

接種会場、または接種会場となった医療機関が
所在する市町村の請求 市

町

村

に

提

出

各市町村が指定する様式
ない場合は、V-SYSで作成

それぞれの請求先自治体ごとに
仕分けをした請求書類

国

保

連

に

提

出

（請求総括書）
（市区町村別請求書）

V-SYSで作成

上記以外の市町村への請求

V-SYS外の作業



市区町村別請求書（表紙）

（被接種者区分：2 クーポン券あり）
（接種券あり）

接種券を貼付した予診票

（予診のみ⇒接種の順番）

5．編綴（ファイリング）-2 V-SYS外の作業

市町村へ直接請求する場合の編綴方法



対
象
が
接
種
会
場
所
在

都
道
府
県
以
外
分

対
象
が
接
種
会
場
所
在

都
道
府
県
分

合
計

市区町村別請求書
（被接種者区分：2 クーポン券あり）(接種券あり)

接種券を貼付した予診票
（予診のみ⇒接種の順番）

・・・

請求総括書

市区町村別請求書
（被接種者区分：2 クーポン券あり）(接種券あり）

接種券を貼付した予診票
（予診のみ⇒接種の順番）

・・・ ※同一市町村内の請求も国保連で受け付ける地域においては、その請求
書類（請求書、予診票等）も上記都道府県分内に編綴すること

市区町村番号順

5．編綴（ファイリング）-3 V-SYS外の作業

国保連を通じて請求を行う場合の編綴方法

市区町村番号順



6.提出

接種券（クーポン券）が入手できた接種分は、翌月 10日までに提出

• 自市町村分（接種会場または接種会場となった医療機関と同じ市町村の住民分）
– 自市町村へ提出

– 初回請求時は、様式5-1（※1）も市町村へ提出

• 上記以外
– 自都道府県の国保連に提出

– 初回請求時は、様式5-2 （※1）も国保連へ提出

• 参考：「新型コロナワクチン接種に係る費用の請求および受領に関する届」の提出
– 類似コードを利用

– ※1 様式 5-1：接種会場のある市町村へ提出

– ※2 様式 5-2：接種会場のある都道府県の国保連へ提出

– 詳細は、厚労省のサイトの「職域接種向け手引き」を参照

V-SYS外の作業


